
総務課　
　総務係　財政係	 ☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	 ☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	 ☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	 ☎82－2141
朝日振興センター	 ☎84－2111
明和振興センター	 ☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

8
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
８
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
２
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
１
期
）

令
和
５
年
度
社
会
福
祉
法
人

南
会
津
会
職
員
採
用
試
験

試
　
験

「
第
16
回
南
会
津
救
急
フ
ェ
ア
」開
催

お
知
ら
せ

【
採
用
予
定
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
】

栄
養
士　
　

１
名

看
護
職
員　

２
名
程
度

介
護
職
員　

５
名
程
度

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
又
は
、

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

②
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
未
満

③
次
の
資
格
を
有
す
る
、
ま
た
は
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

・
栄
養
士

　

栄
養
士
免
許

・
看
護
職
員

　

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

・
介
護
職
員

　

特
に
な
し

※
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

【
受
付
期
間
】

　

令
和
４
年
９
月
16
日（
金
）ま
で

【
試
験
日
及
び
場
所
】

○
試
験
日
時

令
和
４
年
10
月
２
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付

試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
10
月
下
旬

に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

○
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原
甲
３

５
８
６
－
１

南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館

３
Ｆ
大
ホ
ー
ル
・
研
修
室

【
試
験
方
法
】

①
作
文
試
験

②
面
接
試
験

【
採
用
予
定
日
】

　

令
和
５
年
４
月
１
日

【
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
請
求
】

　

申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
施
設
等
で

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
郵
便
に
よ
り
申
込

用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

返
信
用
の
１
２
０
円
切
手
を
同
封
し
返
信

先
の
住
所
等
を
明
記
の
う
え
、
社
会
福
祉

法
人
南
会
津
会
本
部
事
務
局
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
込
用
紙
交
付
施
設
等

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事
務

局
、
各
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
下
郷
・

伊
南
・
田
島
・
南
郷
・
只
見
・
あ
さ
く

さ
ホ
ー
ム
）、
只
見
町
介
護
老
人
保
健

施
設
こ
ぶ
し
苑
、
南
会
津
町
舘
岩
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
高
夕

南
会
津
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（https://m
inam

iaidukai.or.jp

）

【
問
合
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事
務
局

南
会
津
町
永
田
字
風
下
３
－
１

☎
０
２
４
１
－
63
－
１
１
１
８

　
「
第
16
回
南
会
津
救
急
フ
ェ
ア
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
当
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
救
急
に
関
す
る
講
演
や
心
肺
蘇
生
法

な
ど
の
応
急
手
当
講
習
が
受
講
で
き
ま
す

（
要
事
前
申
込
）。
ま
た
、
消
防
車
両
の
展

示
や
消
火
体
験
な
ど
の
ブ
ー
ス
は
当
日
来

場
者
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
９
月
11
日（
日
）

【
会
場
】

　

南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原
乙
６５
番
地

　

南
会
津
消
防
本
部

【
講
演
・
講
習
申
込
方
法
】

　

参
加
さ
れ
る
方
の
「
氏
名
、
年
齢
、
連

絡
先
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
て
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
５

〇
メ
ー
ル

　

Fd-honbu-kyukyu
 

@
m

inam
iaizu-kouiki.jp

〇
申
込
締
切

　

８
月
31
日（
水
）ま
で

【
問
合
せ
先
】

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防

本
部　

警
防
課　

救
急
係

☎
０
２
４
１
－
63
－
３
１
１
６
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町長スケ
ジュール
〈７月分〉

　１日　只見特産㈱取締役会、二軒在家集落座
談会

　２日　沼ノ平総合学術調査報告会
　４日　東北電力㈱福島支店長あいさつ来庁、

会津総合開発協議会役員会（会津若松
市）、只見集落座談会

　５日　ただみ・モノとくらしのミュージアム
館長（久野俊彦氏）辞令交付式、南会
津地方町村議会議員大会、定例庁議、
小林集落座談会

　８日　南会津地方広域市町村圏組合管理者巡
視（南会津郡内）

１１日　国土交通省東北運輸局長他、只見線沿
線自治体意見交換

１２日　歌手　越尾さくら氏来庁
１３日　ふくしまグリーン復興推進協議会総会

及び越後三山只見国定公園編入にかか
るシンポジウム（金山町）

１４日　国道２８９号線建設期成同盟会　会長・
副会長会議（東京都）、梁取集落座談会

１５日　地域活性化企業人面談、只見町子育て
講演会、塩ノ岐集落座談会

１６日　夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動一
日警察署長（大竹涼華氏）委嘱状交付式

１９日　八十里越地点開発促進期成同盟会総会
及び事業概要説明会、三条市内視察研
修（～２０日三条市）、黒谷集落座談会

２１日　会津総合開発協議会本省庁等要望会
（東京都）

２２日　ただみ・モノとくらしのミュージアム
開館式典、一般財団法人ふくしま市町
村支援機構来庁、布沢集落座談会

２５日　ブナセンター職員面談、楢戸集落座談会
２６日　日本ユネスコエコパークネットワーク

大会
２７日　福島県立只見高等学校野球部甲子園出

場後援会総会
２８日　ＪＡ会津よつばトップセールス（～２９

日　東京都）

町
長
か
ら

	
只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

◆
「
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
が
、
お
陰
様
で
大
倉
地
区
に
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
町
民
の
皆
様
が
、
自

ら
の
幼
い
こ
ろ
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が

ら
収
集
・
記
録
・
整
理
等
を
な
さ
れ
た
も

の
が
、
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
公
開
で
き

る
施
設
の
確
保
が
で
き
な
い
ま
ま
時
が
経

ち
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
地
権
者
の
皆
様

や
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
お

力
添
え
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
も

の
で
す
。

　

一
番
見
て
い
た
だ
き
た
い
方
々
が
、
当

時
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
多
く
の
方
々
が

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
せ
め
て
も
の
思
い
か
ら
正
式
オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち
、
そ
の
ご
家
族
様
に
内
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
の
際
に
は
、
改
め

て
当
時
か
ら
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
町
民
の

皆
様
、
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
数
十
年
の
時
を
経
て
竣
工
し
た
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
、
皆
様
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
本
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
の
総
会
が
、
只
見
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

宮
崎
県
綾
町
・
静
岡
県
静
岡
市
・
群
馬

県
み
な
か
み
町
・
長
野
県
山
ノ
内
町
・
石

川
県
白
山
市
等
、
そ
し
て
文
部
科
学
省
国

際
統
括
官
付
ユ
ネ
ス
コ
第
三
係
か
ら
も
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
２
年
間
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
が
、
今
年
度

は
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
人
数
を

限
っ
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

協
議
の
中
で
私
は
、
自
然
保
護
・
保
全

や
学
術
調
査
等
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
移
行
地
域
と
言
わ
れ
る
里
山
の
あ
り

方
へ
の
取
り
組
み
が
、
い
よ
い
よ
大
事
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
只
見
町
で
は
、
薪
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
単
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
替

確
保
で
は
な
く
、
い
ず
れ
は
里
山
整
備
に

向
か
っ
て
の
第
一
弾
と
い
う
位
置
づ
け

で
す
。

　

そ
し
て
、
来
年
度
は
只
見
町
で
熊
や
イ

ノ
シ
シ
等
と
ど
う
向
き
合
っ
て
共
存
し
て

い
く
か
を
考
え
る
全
国
マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
や
暑
さ
対

策
な
ど
、
日
々
ご
苦
労
が
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。
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町民
憲章

1、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
1、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
1、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
1、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
1、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
昔
の

生
活
を
支
え
て
い
た
民
具
を
間
近
で
見

る
だ
け
で
な
く
、
触
れ
ら
れ
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
く
文

化
や
歴
史
を
学
べ
る
と
思
い
ま
す
。
夏

休
み
に
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
が
、
全
国
的
に
再
拡
大

し
て
い
ま
す
。
手
洗
い
や
う
が
い
、
マ

ス
ク
の
正
し
い
着
用
で
、
感
染
予
防
を

し
ま
し
ょ
う
。

▽
ま
た
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
で
熱
中

症
に
も
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

 

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入　３　転出　８　出生　１　死亡　９

令和４年７月１日現在
人　　口　３，８４４（－１３）
　 男 　　１，８９８（－　２）
　 女 　　１，９４６（－１１）
世 帯 数　１，５９２（－　２）
高齢化率　　　　　４８．５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

明和振興センター
図書紹介

明和振興センター図書室
☎86－2111

★赤と青とエスキース

★ごめんやさい

青山美智子
� （ＰＨＰ研究所）
　メルボルンの若手画
家が描いた一枚の「絵
画」。日本へ渡って三十
数年、その絵画は「ふ
たり」の間に奇跡を紡
いでいく。一枚の「絵
画」をめぐる、五つの

「愛」の物語。彼らの

わたなべ あや
� （ひかりのくに）
　間違ってだいこん
ちゃんの帽子をかぶ
ってしまったなすち
ゃんは、だいこんち
ゃんに「ごめんやさ
ーい」。言うのはな

想いが繋がる時、驚くべき真実が現れる！仕
掛けに満ちた傑作連作短篇。

かなか勇気がいるけれど、「ごめんなさい」
は仲直りできる魔法の言葉。
　『ごめんなさい』が言える子に。子どもが
素直に謝れるようになる絵本です！

☆明和振興センターではリクエストも随時受付しています
ので、ぜひご利用ください。

（6月26日～7月25日届出分）敬称略

■お誕生おめでとうございます
鈴木　莉

り

翔
と

（男／啓太・美希子）　只　見
小林　燈

とう

矢
や

（男／克弥・彩）　　　只　見
小西　花

は

奈
な

（女／伸・梓之）　　　黒　谷

■おくやみ申し上げます
小　沼　善太郎　　82歳　　黒　谷
長谷部　イセ子　　92歳　　叶　津
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